
1 4,4’-ジヒドロキシジフェニルメタン（別称：ビスフェノール F） 

 

１．物質に関する基本的事項 

（1）分子式・分子量・構造式 

物質名：4,4’-ジヒドロキシジフェニルメタン 
（別の呼称：ビスフェノール F） 
CAS 番号：620-92-8 
化審法官公示整理番号：4-90 
化管法管理番号： 
RTECS 番号：SL9625000 
分子式：C13H12O2 
分子量：200.23 
換算係数：1 ppm = 8.19 mg/m3（気体、25℃） 
構造式：  

 

（2）物理化学的性状 

本物質は白色から淡褐色の固体である1)。 

融点 162.5℃ 2) , 3) 

沸点 昇華2) 

密度  

蒸気圧 4.96×10-5 Pa (25℃) (MPBPVPWIN により推定)4) 

分配係数（1-ｵｸﾀﾉｰﾙ/水）(log Kow) 2.91 (pH 不明) 3) , 5) 

酸解離定数（pKa） pKa1 = 7.55、pKa2 = 10.80 (25℃) 6) 

水溶性（水溶解度） 542.8 mg/L (25℃) (WSKOWWIN により推定)7) 

（3）環境運命に関する基礎的事項 

次の pKa 推定結果より、本物質は環境水中で主に構造Ⅰ及び構造Ⅱとして存在すると推定さ

れた。 

pKa 推定結果（25℃、イオン強度 0）：pKa1 = 9.7±0.4、pKa2 = 10.5±0.4 
（Percepta 8)の ACD/pKa GALAS 法） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［1］4,4’-ジヒドロキシジフェニルメタン 
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本物質の分解性及び濃縮性は次のとおりである。 

生物分解性 
好気的分解（難分解性と判断される物質9)） 

分解率：BOD 1%（平均値）、TOC 2%（平均値）、HPLC 0%（平均値） 
（試験期間：4 週間、被験物質濃度：100 mg/L、活性汚泥濃度：30 mg/L）10) 

 
化学分解性  

OH ラジカルとの反応性（大気） 
反応速度定数：82×10-12 cm3/(分子･sec)（AOPWIN 11)により推定） 
半減期：0.78～7.8 時間（OH ラジカル濃度を 3×106～3×105分子/cm3 12)と仮定し推定） 

 
加水分解性 
加水分解の基を持たないため環境中では加水分解しないと考えられる13)。 

 
生物濃縮性（高濃縮性ではないと判断される物質9)） 
生物濃縮係数 (BCF)： 

3.8～7.7（試験生物：コイ、試験期間：4 週間、試験濃度：25 μg/L）14) 
< 7.7～18（試験生物：コイ、試験期間：4 週間、試験濃度：2.5 μg/L）14) 

 
土壌吸着性 

有機炭素補正土壌吸着係数 (Koc)：15,000（KOCWIN 15)により推定） 
 

 

（4）製造輸入量及び用途 

① 製造輸入量等 

本物質の化審法に基づき公表された一般化学物質としての製造・輸入数量の推移を表 1.1 に

示す16)。 
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表 1.1 製造・輸入数量の推移 

年度 2014 2015 2016 2017 2018 

製造・輸入数量 (t) a) X b) X b) － c) － c) X b) 

年度 2019 2020 2021 2022 2023 

製造・輸入数量 (t) a) X b) － c) － c) － c) X b) 
注：a) 製造数量は出荷量を意味し、同一事業者内での自家消費分を含んでいない値を示す。 

b) 届出事業者が 2 社以下のため、製造・輸入数量は公表されていない。 
c) 届出がない 

 

② 用 途 

本物質は、ビスフェノール A と化学構造が類似する物質の 1 つである。本物質の主な用途

は、特殊エポキシ樹脂・ポリカーボネート樹脂原料、フェノール樹脂・ポリカーボネート樹

脂改質剤とされている17)。 
レトルト食品用包装材には当初ビスフェノール A 型エポキシ樹脂が使用されていたが、ビ

スフェノール F 型エポキシ樹脂に変更されている1)。 
また感熱紙の顕色剤として使用される物質に、国内向け出荷量が 2001 年度にはほぼなくな

ったビスフェノール A に代わり、本物質やビスフェノール S およびこれらの誘導体のフェノ

ール類などが挙げられている18)。さらに、印字のコントラストが高く、耐光、耐油、耐薬剤性

等を高めた顕色剤の開発がフェノール系と非フェノール系の双方で進められている18)。 

 

（5）環境施策上の位置付け 

フェノール類及びその塩類は、水質汚濁防止法の指定物質に指定されている。また、水質汚

濁防止法に基づく排水基準がフェノール類含有量として設定されている。 
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２．曝露評価 

環境リスクの初期評価のため、我が国の一般的な国民の健康や水生生物の生存・生育を確保

する観点から、実測データをもとに基本的には化学物質の環境からの曝露を中心に評価するこ

ととし、データの信頼性を確認した上で安全側に立った評価の観点から原則として最大濃度に

より評価を行っている。 

（1）環境中への排出量 

本物質は化学物質排出把握管理促進法（化管法）第一種指定化学物質ではないため、排出量

及び移動量は得られなかった。 

 

（2）媒体別分配割合の予測 

化管法に基づく排出量及び下水道への移動量が得られなかったため、Mackay-Type Level III 
Fugacity Model1)により媒体別分配割合の予測を行った。予測結果を表 2.1 に示す。 

 
表 2.1 Level Ⅲ Fugacity Model による媒体別分配割合（％） 

排出媒体 大気 水域 土壌 大気/水域/土壌 
排出速度（kg/時間） 1,000 1,000 1,000 1,000（各々） 

大 気 0.0 0.0 0.0 0.0 
水 域 0.1 29 0.1 0.1 
土 壌 99.7 0.1 99.7 99.6 
底 質 0.2 71 0.2 0.3 

注：数値は環境中で各媒体別に最終的に分配される割合を質量比として示したもの。 

 

（3）各媒体中の存在量の概要 

本物質の環境中等の濃度について情報の整理を行った。媒体ごとにデータの信頼性が確認さ

れた調査例のうち、より広範囲の地域で調査が実施されたものを抽出した結果を表 2.2.1、表

2.2.2 に示す。 

 
表 2.2.1 各媒体中の存在状況（国による調査結果） 

媒 体 
幾何 算術 

最小値 最大値 a) 
検出 

検出率 調査地域 測定年度 文献 
平均値 a) 平均値 下限値 

一般環境大気 µg/m3          
           

室内空気 µg/m3          

           

食物 µg/g          

           

飲料水 µg/L          

           

地下水 µg/L          

           

土壌 µg/g          
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媒 体 
幾何 算術 

最小値 最大値 a) 
検出 

検出率 調査地域 測定年度 文献 
平均値 a) 平均値 下限値 

公共用水域・淡水 µg/L <0.0088 <0.0088  <0.0088  <<0.0088  0.0088 0/21 全国 2022 2) 
           

公共用水域・海水 µg/L <0.0088 <0.0088 <0.0088 <<0.0088 0.0088 0/11 全国 2022 2) 
           

底質(公共用水域・淡水) µg/g          

           

底質(公共用水域・海水) µg/g          

           
魚類(公共用水域・淡水) µg/g          

           

魚類(公共用水域・海水) µg/g          

           

貝類(公共用水域・淡水) µg/g          

           

貝類(公共用水域・海水) µg/g          

注：a) 最大値又は幾何平均値の欄の太太字字で示した数字は、曝露の推定に用いた値を示す。 

 
表 2.2.2 各媒体中の存在状況（国以外の調査結果） 

媒 体 
幾何 算術 

最小値 最大値 a) 
検出 

検出率 調査地域 測定年度 文献 
平均値 a) 平均値 下限値 b) 

一般環境大気 µg/m
3

         

           

室内空気 µg/m
3

         

           

食物 µg/g          

           

飲料水 µg/L          

           

地下水 µg/L          

           

土壌 µg/g          

           

公共用水域・淡水 µg/L 0.0054 0.0075 <0.0012 0.015 0.0012 6/7 東京都 2019 3) 

  0.36 0.81 0.076 2.8 0.010 6/6 東京都 2013 4) 

           

公共用水域・海水 µg/L 0.24 0.34 0.052 0.78 0.010～
0.013 

5/5 東京都、

千葉県 

2013 4) 

           

底質(公共用水域・淡水) µg/g          

           

底質(公共用水域・海水) µg/g 0.0039 0.0039 0.0039 0.0039 0.0010 1/1 東京湾 2012 5) 

           

魚類(公共用水域・淡水) µg/g          

           

魚類(公共用水域・海水) µg/g          

           

貝類(公共用水域・淡水) µg/g          
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媒 体 
幾何 算術 

最小値 最大値 a) 
検出 

検出率 調査地域 測定年度 文献 
平均値 a) 平均値 下限値 b) 

貝類(公共用水域・海水) µg/g          

注：a) 最大値又は幾何平均値の欄の下線を付した数字は、参考値として曝露の推定に用いた値を示す。 
  b) 検出下限値の欄の斜体で示されている値は、定量下限値として報告されている値を示す。 
 

（4）人に対する曝露量の推定（一日曝露量の予測最大量） 

公共用水域・淡水の実測値を用いて、人に対する曝露の推定を行った（表 2.3）。化学物質の

人による一日曝露量の算出に際しては、人の一日の呼吸量、飲水量及び食事量をそれぞれ 15 
m3、2 L 及び 2,000 g と仮定し、体重を 50 kg と仮定している。 

 
表 2.3 各媒体中の濃度と一日曝露量 

 媒  体 濃  度 一 日 曝 露 量 
    
 大 気   
 一般環境大気 データは得られなかった データは得られなかった 
 室内空気 データは得られなかった データは得られなかった 

平    
 水 質   
 飲料水 データは得られなかった データは得られなかった 
 地下水 データは得られなかった データは得られなかった 

均 公共用水域・淡水 0.0088 μg/L 未満程度 (2022)（限られた地

域で 0.0054 μg/L 程度の報告がある 
(2019)） 

0.00035 μg/kg/day 未未満満程程度度（限られた地

域で 0.00022 μg/kg/day 程度の報告があ

る） 
    
 食 物 データは得られなかった データは得られなかった 
 土 壌 データは得られなかった データは得られなかった 
    

 大 気   
 一般環境大気 データは得られなかった データは得られなかった 
 室内空気 データは得られなかった データは得られなかった 

最    
 水 質   

大 飲料水 データは得られなかった データは得られなかった 
 地下水 データは得られなかった データは得られなかった 

値 公共用水域・淡水 0.0088 μg/L 未満程度 (2022)（限られた地

域で 0.015 μg/L 程度の報告がある 
(2019)） 

0.00035 μg/kg/day 未未満満程程度度（限られた地

域で 0.0006 μg/kg/day 程度の報告がある） 

    
 食 物 データは得られなかった 

 
データは得られなかった 
 

 土 壌 データは得られなかった データは得られなかった 
    

 
吸入曝露については、表 2.3 に示すとおり一般環境大気及び室内空気の実測データが得られ

ていないため、平均曝露濃度、予測最大曝露濃度ともに設定できなかった。 
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表 2.4 人の一日曝露量 

媒 体 平均曝露量（μg/kg/day） 予測最大曝露量（μg/kg/day） 

大 気  一般環境大気   

  室内空気   

  飲料水   

水 質  地下水   

  公共用水域・淡水 <0.00035 <0.00035 

  参考値 a) (0.00022) (0.0006) 

 食 物    

 土 壌    
注：1) 括弧内の値は、調査時期や調査地域等の観点から参考値としたものを示す。 

a) 限られた地域を調査対象とした結果に基づく曝露量 

 
経口曝露量については、表 2.4 に示すとおり飲料水、地下水、食物及び土壌の実測データが得

られていない。そこで公共用水域・淡水からのみ摂取すると仮定した場合には平均曝露量、予

測最大曝露量ともに 0.00035 μg/kg/day 未満程度となった。なお、限られた地域を調査対象とし

た公共用水域・淡水のデータから算定した経口曝露量は最大で 0.0006 µg/kg/day 程度となった。 
本物質は高濃縮性ではないと判断されているため、本物質の環境媒体から食物経由の曝露量

は少ないと考えられる。 

 

（5）水生生物に対する曝露の推定（水質に係る予測環境中濃度：PEC） 

本物質の水生生物に対する曝露の推定の観点から、水質中濃度を表 2.5 のように整理した。

本物質について安全側の評価値として予測環境中濃度（PEC）を設定すると、公共用水域の淡水

域、海水域ともに 0.0088 μg/L 未満程度となった。なお、限られた地域を調査対象とした公共用

水域・淡水において最大 0.015 µg/L 程度の報告がある。 

 
表 2.5 公共用水域濃度 

水 域 平    均 最 大 値 
淡 水 

 
 
 

海 水 

0.0088 μg/L 未満程度 (2022) 
[限られた地域で 0.0054 µg/L 程度

の報告がある(2019)] 
 

0.0088 μg/L 未満程度 (2022) 

0.0088 μg/L 未満程度 (2022) 
[限られた地域で 0.015 µg/L 程度の

報告がある(2019)] 
 

0.0088 μg/L 未満程度 (2022) 
注：1) 環境中濃度での（ ）内の数値は測定年度を示す。 

2) 公共用水域･淡水は､河川河口域を含む。 
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３．健康リスクの初期評価 

健康リスクの初期評価として、ヒトに対する化学物質の影響についてのリスク評価を行った。 

（1）体内動態、代謝 

ヒトにおける知見として、血清中の本物質濃度と非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）の

重症度及びトリグリセリドレベルとの間に正の相関がみられたことが報告されている 1)。 
雌ラットに 3H でラベルした本物質を 7、100 mg/kg 単回強制経口投与した結果、それぞれ 96

時間で投与した放射活性の 42.9、43.8％が尿中に、14.3、18.3％が糞中に排泄され、腸管内容物

に 8.5、10.0％、ケージに 1.2、1.7％の放射活性がみられた。また、それぞれ胴体に 8.1、6.0％、

体内の組織に 0.53、0.46％の放射活性がみられたが、このうち 0.48、0.43％が肝臓にあった。24
時間毎の尿中放射活性は直線的に減少したが、72～96 時間後も 6％程度の排泄がみられた。糞

中排泄量は約 48 時間後に最大となったが、72～96 時間後も 2.5～3％の排泄がみられた。妊娠

17 日の雌ラットに 7、100 mg/kg を単回強制経口投与した結果もほぼ同様であったが、胎仔、胎

盤で 0.9～1.3％の放射活性の分布がみられ、肝臓よりも高かった 2) 。 
胆管カニューレ処置した雄ラットに 3H でラベルした本物質を 1.5 mg/kg 単回強制経口投与し

て 2 時間後から 30 分毎に胆汁中への排泄を 6.5 時間調べた結果、投与した放射活性の 46％が胆

汁中に排泄されたことから、胆汁排泄が主要な排泄経路の一つであることが示唆された。胆汁

への排泄は最初の分画が最も多く、2 相性で減少したが、最後の分画でも 1％程度の排泄がみら

れた。このことから、本物質やその代謝物について腸肝循環の関与が示唆されている 2)。ただ

し、本試験では腸肝循環の有無を直接検討しておらず、さらなる検証が必要である。 
雌ラットに 3H でラベルした本物質を 100 mg/kg 単回強制経口投与して得られた 0～96 時間の

尿中に含まれる代謝物を分析した結果、未変化の本物質の他に 6 種類の代謝物（未同定）が検

出されたが、このうち尿中放射活性の 50％超を占める主要な代謝物はスルファターゼで加水分

解に成功したため、本物質の硫酸抱合体であったと考えられた 2) 。 
動物実験において、対照群と本物質曝露群のマウス肝臓を比較したところ、26 種類の脂質代

謝物（リン脂質、スフィンゴ脂質、グリセリドを含む）が有意に変化していることが明らかとな

った。ホスファチジルコリン、ホスファチジルエタノールアミン、及びジグリセリルエステル

のレベルは、対照群よりも低下し、一方でスフィンゴ脂質中のヘキソースセラミド含有量は著

しく増加した。特にグリセロリン脂質代謝経路における影響が顕著であり、本物質による脂質

代謝障害との関連が示唆された 1)。 

 

（2）一般毒性及び生殖・発生毒性 

① 急性毒性 

表 3.1 急性毒性 3) 

動物種 経路 致死量、中毒量等 
ラット 経口 LD50 4,950 mg/kg 

 

ヒトの急性症状に関する情報は得られなかった。 
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② 中・長期毒性 

ア）Sprague-Dawley ラットに 0、250、500、1,000 mg/kg/day を 7 日間強制経口投与した予備試

験の結果、250 mg/kg/day 以上の群で自発運動の低下、1,000 mg/kg/day 群でよろめき歩行、

腹臥位姿勢がみられた。しかし、これらの症状は投与初日のみの変化か、あるいは投与の

経過に伴い発現しなくなった。また、250 mg/kg/day 以上の群で血清中総コレステロールの

低下傾向、1,000 mg/kg/day 群で体重増加の有意な抑制を認めたが、剖検では異常はみられ

なかった 4) 。 

 
イ）Sprague-Dawley ラット雌雄各 10 匹を 1 群とし、0、1,000 mg/kg/day、雌雄各 5 匹を 1 群と

して 60、250 mg/kg/day を 28 日間（7 日/週）強制経口投与した結果、1,000 mg/kg/day 群の

雄で体重増加の有意な抑制を 4～15 日まで認め、雌雄で投与後に腹臥位姿勢、うずくまり、

自発運動の低下、歩行失調、閉眼がみられたが、7 日目以降はみられなかった。250 mg/kg/day
以上の群の雌雄で血清中総コレステロールの減少、雌で A/G 比の低下と ALP の上昇、

1,000 mg/kg/day 群の雌で γ-GTP の上昇、トリグリセライド濃度の増加、AST の低下に有意

差を認めた。250 mg/kg/day 以上の群の雌雄で肝臓、雄で腎臓、雌で副腎の相対重量に有意

な増加を認め、250 mg/kg/day 以上の群の雌の副腎皮質束状帯細胞でび漫性肥大の発生率に

有意な増加を認め、1,000 mg/kg/day 群の雌雄の肝臓で小葉中心性の肝細胞肥大の発生もみ

られた 4) 。 
この結果から、NOAEL を 60 mg/kg/day とする。 

 
ウ）Sprague-Dawley ラット雌雄各 10 匹を 1 群とし、0、20、100、500 mg/kg/day を 28 日間（7

日/週）強制経口投与した結果、20 mg/kg/day 以上の群の雌及び 500 mg/kg/day 群の雄で体重

増加の有意な抑制を認め、500 mg/kg/day 群の雌雄で自発運動の低下がみられた。

500 mg/kg/day 群の雌で赤血球数、ヘモグロビン濃度、ヘマトクリット値の有意な減少を認

め、雌の血清の解析では 20 mg/kg/day 以上の群で総コレステロール、血糖、アルブミンの

減少、100 mg/kg/day 以上の群でコリンエステラーゼ活性、A/G 比の低下、500 mg/kg/day 群

で ALP、γ-GTP の上昇に有意差を認めた。雄の血清でも 100 mg/kg/day 以上の群で総コレス

テロール及び血液尿素窒素の減少、500 mg/kg/day 群で γ-GTP の上昇、総ビリルビンの増加

に有意差を認めた。剖検では異常はみられなかったが、20 mg/kg/day 以上の群の雌及び 500 
mg/kg/day 群の雄で脳、100 mg/kg/day 以上の群の雌で腎臓、500 mg/kg/day 群の雌雄で肝臓、

雄で甲状腺、精巣の相対重量に有意な増加を認めた。病理組織検査では、腸間膜リンパ節

の被膜下洞の拡張が 500 mg/kg/day 群の雄 2 匹にみられた以外には、投与に関連した変化は

なかった 5) 。 
この結果から、一般毒性の LOAEL を 20 mg/kg/day とする。 
生殖発生毒性については、500 mg/kg/day 群の雄で精巣の相対重量に有意な増加を認めたが、

絶対重量には有意差がなかったことから、体重増加の抑制に伴うみかけの変化と考えられ

た。その他の雄の生殖器や雌の生殖器の重量、精子の形態や数、性周期にも影響はなかっ

た 5) 。 

 
エ）Sprague-Dawley ラット雌雄に 0、25.6、64、160、400、1,000 mg/kg/day を 28 日間強制経
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口投与した結果（OECD テストガイドライン 407 準拠）、実験中に死亡した動物は観察され

なかった。64 mg/kg/day 以上の群の雌と、160 mg/kg/day 以上の群の雄で、体重減少または

体重減少傾向が観察された 6)。 
この結果から、一般毒性の NOAEL を雌で 25.6 mg/kg/day、雄で 64 mg/kg/day とする。 

 
オ）Sprague-Dawley ラット雌雄各 10 匹を 1 群とし、雄では 2、10、50、100、200 mg/kg/day、

雌では 1、5、15、30、60 mg/kg/day を 90 日間強制経口投与し、さらに雌雄各 5 匹を 1 群と

して対照群及び 200 mg/kg/day 群の雄、60 mg/kg/day 群の雌について 90 日間の投与ののち

に 28 日間の回復期間を設けた試験（OECD テストガイドライン 408 準拠）の結果、実験中

に死亡した動物は観察されなかった。200 mg/kg/day 群の雄及び 30 mg/kg/day 以上の群の雌

で有意な体重減少が観察された。50 mg/kg/day 以上の群の雄で総コレステロール、高比重リ

ポタンパク、低比重リポタンパク、5 mg/kg/day 以上の群の雌で総コレステロールが低下し

た。高比重リポタンパクは減少傾向が観察された。10 mg/kg/day 以上の群の雄及び 15 
mg/kg/day 及び 60 mg/kg/day 群の雌では小腸の乳糜管拡張が観察された。PT（プロトロンビ

ン時間）は 200 mg/kg/day 群の雄と 15 mg/kg/day 以上の群の雌で延長した。上記の所見はす

べて、回復期に可逆性を示した。 
この結果から、本物質の NOAEL は雄で 2 mg/kg/day、雌で 5 mg/kg/day とする 6)。 

 
カ）C57BL/6J マウス雄 7 匹以上を 1 群とし、0、0.04、0.40、4.00 mg/kg/day を 30 日間経口投

与した試験では、体重はわずかに増加傾向を示したが、有意差は認められなかった。体重

増加量は 0.4 mg/kg/day 群でのみ有意に増加した。肝臓の相対重量は 0.04 及び 4.0 mg/kg/day
群で有意に低下した。0.04 mg/kg/day 以上の群の肝臓では、Oil Red O 染色による脂肪滴の

定量的増加、H&E 染色による風船様変性及び脂質沈着が観察された。肝臓中のトリグリセ

リド濃度も統計学的に有意に上昇したが、コレステロール濃度には変化はみられなかった。

また、リン脂質・スフィンゴ脂質など 26 種類の脂質代謝関連化合物に有意な変化が認めら

れた。ALT 及び AST 活性は上昇傾向を示したが統計的に有意ではなく、多くの脂質関連指

標で非単調な用量反応が認められた。以上の結果から、本物質による脂質代謝撹乱及び

NAFLD 様肝変化が示唆された 1）。 
この結果から、本物質の LOAEL は 0.04 mg/kg/day としたが、肝臓トリグリセリド濃度や多

くの脂質関連指標で非単調な反応が認められたことに留意が必要である。 

 
キ）C57BL/6J マウス雄 10 匹を 1 群とし、0、0.2 mg/kg/day を 30 日間（1 日 1 回、連日）強制

経口投与した結果、体重増加量、肝臓重量、肝臓の相対重量の有意な増加がみられた。肝臓

では H&E 染色により著明な風船様変化、及び Oil Red O 染色により脂肪滴の著明な沈着を

認め、トリグリセリド濃度の有意な増加及び ALT、AST 活性の上昇を示したが、総コレス

テロールには変化がみられなかった。さらに、代謝ケージシステムによる測定では、明期

中に酸素消費率、二酸化炭素排出率及びエネルギー消費率の有意な低下が認められ、全身

のエネルギー代謝の抑制が示唆された。電子顕微鏡観察で肝臓のミトコンドリアの断片化

とクリステ構造の消失が認められ、ミトコンドリア由来 ROS の増加を伴ったことから、こ

れらの変化はミトコンドリア機能障害及び酸化ストレスの関与により惹起されたと考えら
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れる。以上の結果から、本物質は異常なミトコンドリア分裂及び酸化ストレスを介して肝

細胞内脂質滴の沈着を誘発し、NAFLD 様変化を生じさせることが示唆された 7）。 

 
ク）C57BL/6J マウス雌雄各 10 匹を 1 群とし、0、0.04、0.4 及び 4 mg/kg/day を 30 日間（1 日

1 回、連日）強制経口投与した結果、強制水泳試験では全曝露群で不動時間の有意な延長が

認められ、懸垂試験では 0.04 及び 4 mg/kg/day 群で有意差を示した。一方、ショ糖嗜好性試

験（SPT）、オープンフィールド試験（OFT）及び高架式十字迷路試験（EPM）では有意な

変化を認めなかった（OFT 中央部滞在時間は 0.04 mg/kg/day 群で軽度減少したが有意差は

なかった）。肝臓及び脳におけるタンパク質発現の解析から、本物質は肝臓−脳軸を介して

トリプトファン－キヌレニン代謝経路を攪乱し、神経炎症及び神経伝達異常を介してうつ

様行動を誘発することが示唆された 8）。 
この結果から、行動影響（うつ様行動）に基づく LOAEL は 0.04 mg/kg/day と判断されるが、

反応は非単調であり、SPT、OFT 及び EPM で有意差が認められなかったことに留意が必要

である。 

 
ケ）皮下投与であるため、参考情報として示す。 

C57BL/6 系マウス雄 6 匹を 1 群とし、0、50 µg/kg/day を 30 日間（1 日 1 回、連日）皮下投

与した結果、曝露群の肝臓組織において H&E 染色では間質構造の異常、間質の乖離、脂肪

滴が認められ、Oil Red O 染色では、著明な脂肪滴沈着が認められた。また、肝臓中のトリ

グリセリド濃度も統計学的に有意に上昇したが、コレステロール濃度には変化はみられな

かった。肝臓中の脂肪酸（パルミチン酸、リノール酸、アラキドン酸等）は有意な増加を示

した 9）。 

 

③ 生殖・発生毒性 

ア）未成熟（22 日齢）の Wistar ラット雌 8 匹を 1 群とし、0、25、50、100、200 mg/kg/day を

4 日間強制経口投与した子宮肥大試験の結果、100 mg/kg/day 以上の群で子宮相対重量の有

意な増加を認めた。なお、乾燥子宮の相対重量は 200 mg/kg/day 群で有意に増加した 10) 。 

 
イ）Sprague-Dawley ラット雌雄各 12 匹を 1 群とし、0、1、5、20、100 mg/kg/day を交配の 2

週間前から、雄は 62 日間、雌は授乳 13 日までの最低 41 日間強制経口投与した生殖発生毒

性試験の結果、20 及び 100 mg/kg/day 群の雌では、交配前及び妊娠期間中に体重増加量及び

摂餌量の減少が観察された。さらに、100 mg/kg/day 群の雌ラットでは GGT が上昇した。ま

た、剖検及び病理組織学的検査により、卵巣絶対重量の減少、膣粘液化の増加、さらに、着

床部位数及び産仔数の減少が観察された。しかし、雄ラットでは本物質に関連した有意な

変化は認められなかった 11)。 
この結果から、一般毒性の NOAEL を 5 mg/kg/day、生殖毒性の NOAEL を 20 mg/kg/day と

する。 

 
ウ）Long Evans 系ラット雌 12 匹、雄 6 匹を 1 群とし、0、0.0365、3.65 mg/kg/day を混餌経口

投与した結果、交配前 2 週間、妊娠期間及び授乳期を通じて連日投与した授乳期母ラット
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の肝臓において、誘導型一酸化窒素合成酵素（iNOS）及びヘムオキシゲナーゼ（HO-1d）の

発現上昇、ならびに NLRP3 インフラマソーム構成因子（NLRP3、PyCARD、CASP1）の発

現亢進が認められた。これに伴い、IL-1β、IL-18、IFN-γ及び TNF-αなどの炎症性サイトカ

インの mRNA 及びタンパク質レベルが上昇し、特に 0.0365 mg/kg/day 群（低用量群）で顕

著な反応を示した。出生後 6 日齢（PND6）の雌雄仔ラットでも同様の変化がみられた。肝

臓の組織学的観察では、親動物では細胞構造に変化は見られなかったが、PND6 の雌雄仔ラ

ットで炎症細胞浸潤及び核の凝集が観察され、特に低用量群で顕著な影響がみられた。こ

れらの結果から、本物質は低用量曝露においても肝臓でのニトロソ化ストレスを介して

NLRP3 インフラマソームを活性化し、炎症性サイトカイン産生を誘発することにより肝炎

様変化を生じることが示唆された 12）。 
この結果から、生殖発生毒性（仔動物）の LOAEL を 0.0365 mg/kg/day とするが、反応は非

単調であり、留意が必要である。 

 
エ）C57BL/6NCrl マウスの妊娠中の雌 6 匹を 1 群とし、0、2、200 µg/kg/day を妊娠 15 日（E15）

から出生後 21 日（P21）まで飲水投与した結果、P60 の仔動物において、2、200 µg/kg/day
群の内臓脂肪の切片では、対照群と比較して内臓白色脂肪組織に明らかな肥大が認められ

た。2,000 μm²未満と 2,000 μm²以上の脂肪細胞の相対割合から、2 µg/kg/day 以上の群の仔動

物の雄のみにおける脂肪細胞肥大が示された。脳重量には影響がみられなかったが、

200 µg/kg/day群ではP60において側脳室下帯にDCX陽性神経芽細胞数が有意に減少（−22％）

し、神経新生の低下を示唆する所見が認められた。また、短期嗅覚記憶障害も認められた。

血清 T3、T4 濃度には変化がなく、甲状腺ホルモン経路を介さない神経発達影響の関与が示

唆された 13）。 
この結果から、生殖発生毒性（仔動物）の NOAEL を 2 µg/kg/day とする。 

 

④ ヒトへの影響 

ア）日本のバス製造会社に勤める 22 歳男性が本物質を含む新しいエポキシ接着剤使用後に

顔や腕に湿疹を発症した。接着剤、及びその成分（本物質を含め 6 種類）について 1％を混

合したワセリンを用いてパッチテストした結果、本物質に対しアレルギー反応が認められ

た。職場の同僚 10 人を調査した結果、3 人が皮膚炎症状を訴えるも、パッチテストで本物

質に対するアレルギー反応を示したのは本人のみであった 14）。 

 
イ）米国国民健康栄養調査（NHANES, 2013～2016 年）に参加した 20 歳以上の成人 960 人を

対象に、尿中ビスフェノール A（BPA）、ビスフェノール S（BPS）、本物質（BPF）の濃度と

NAFLD との関連を解析した。尿中 BPA、BPS、BPF の中央値（IQR）はそれぞれ 1.10 (0.50, 
2.20) ng/mL、0.50 (0.20, 1.20) ng/mL、0.25(0.14, 0.80) ng/mL であった。NAFLD の予測には肝

脂肪症指数（HSI）>36 を用い、ロジスティック回帰分析及び媒介効果分析を実施した。

NAFLD 群（540 人, 56.3%）では、非 NAFLD 群（420 人）に比べ尿中 BPA〔中央値（IQR） 
1.25 (0.60, 2.32) ng/mL vs 0.90 (0.50, 2.00) ng/mL〕及び BPS〔0.60 (0.20, 1.33) ng/mL vs 0.40 (0.20, 
0.95) ng/mL〕の濃度が有意に高かったが、BPF〔0.30 (0.14, 0.80) ng/mL vs 0.20 (0.14, 0.70) 
ng/mL〕では差を示さなかった。三分位群解析では、BPA 及び BPS 濃度が高い群で NAFLD
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リスクの増加が認められた。各群の尿中濃度の中央値（IQR）は、BPA で低群 0.40 (0.20, 
0.50) ng/mL、中群 1.10 (0.80, 1.30) ng/mL、高群 3.00 (2.10, 4.68) ng/mL、BPS で低群 0.10 (0.07, 
0.20) ng/mL、中群 0.50 (0.30, 0.60) ng/mL、高群 1.60 (1.10, 3.00) ng/mL、BPF で低群 0.14 (0.14, 
0.14) ng/mL、中群 0.40 (0.30, 0.50) ng/mL、高群 1.90 (1.10, 5.30) ng/mL であった。交絡因子調

整後のオッズ比は BPA で 1.581（95%CI: 1.10–2.27）、BPS で 1.799（95%CI: 1.25–2.60）と有

意であったが、BPF では 1.192（95%CI: 0.82–1.73）と有意ではなかった。交絡因子は、民族、

教育水準、飲酒、高血圧、糖尿病、対数変換したトリグリセリド、HDL コレステロール、

血糖値、HbA1c 及び尿中クレアチニンとし、対数変換した BPA 及び/または BPS 濃度を調

整した。BPF と NAFLD/HSI の間に有意な関連が認められなかったため、BPF が NAFLD/HSI
に及ぼす影響に糖脂質関連指標が媒介するかどうかを調べるための媒介効果分析を実施し

なかった 15)。 

 
ウ）2018 年に中国江蘇省蘇州市において、21～76 歳の成人ボランティア 117 人から対照血清

サンプル、及び 23～73 歳の NAFLD 患者 145 人から血清サンプルを収集した。いずれの対

象者からもアルコール摂取量基準以上、肝毒性薬物使用歴あり、肝炎抗体陽性、類似フェノ

ールへの職業曝露歴ありの条件適合者は除外されている。NAFLD 患者の血清 BPF レベルは

対照群よりも有意に高く、BPF レベルと NAFLD の潜在的な関連性を示唆している。また、

対照群と NAFLD 群の双方において、女性の血清 BPF レベルは男性よりも高かったが、統

計的に有意ではなかった 9)。 

 
エ）2018 年の中国南京市で募集した、健康な対照群 28 人、NAFLD 患者については軽度の脂

肪肝群 28 人、中等度~重度の脂肪肝群 28 人を対象に（いずれの対象者からもアルコール摂

取量基準以上、肝毒性薬物使用歴あり、肝炎抗体陽性、類似フェノールへの職業曝露歴あり

の条件適合者は除外）、血清中の本物質濃度、トリグリセリド及び総コレステロールを測定

した。その結果、本物質濃度は NAFLD 患者で対照群と比較して高値を示し、さらに脂肪肝

の重症度と正の相関を示した。血清トリグリセリド濃度も上昇傾向を示し、中等度～重度脂

肪肝群で対照群との差が顕著であったが、総コレステロールには有意な変化は認められな

かった。さらに、トリグリセリドは本物質濃度と正の相関を示し、性別でグループ化したと

ころ、この線形関係は男性群でのみ統計的に有意であった 1)。 
 

オ）女性を対象とし、本物質の尿中濃度と健康影響との関連を調べた研究では、中国で実施

されたコホート研究において、妊娠前正常体重群（18.5 ≤ BMI < 23）における本物質の高濃

度群（上位三分位群）で妊娠糖尿病のオッズ比が 2.06（95% CI: 0.86-4.93）であり、有意で

はなかった。妊娠初期尿中濃度（比重補正後）の幾何平均値は 2.01 µg/L（95% CI: 1.75–2.32）、
検出率は 94.7 %であり、中央値（IQR）は 1.74（0.60, 8.72）µg/L であった 16）。 

 

（3）発がん性 

① 主要な機関による発がんの可能性の分類 

国際的に主要な機関での評価に基づく本物質の発がんの可能性の分類については、表 3.2
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に示すとおりである。 
 

表 3.2 主要な機関による発がんの可能性の分類 

機 関 (年) 分  類 
WHO IARC －  
EU EU －  
 EPA －  
USA ACGIH －  
 NTP － 
日本 日本産業衛生学会 －  
ドイツ DFG －  

 

②遺伝子傷害性に関する知見 

ア）in vitro試験系では、代謝活性化系（S9）添加の有無にかかわらずネズミチフス菌 6, 17, 18, 19) 、

大腸菌 17, 18) で遺伝子突然変異、ネズミチフス菌で DNA 傷害 20) を誘発しなかった。S9 無添

加のシリアンハムスター胚細胞（SHE）で遺伝子突然変異 21) を誘発しなかった。S9 無添加

のヒト末梢血単核細胞で DNA 傷害を誘発し 22) 、ヒト肝癌細胞（HepG2）で DNA 傷害を誘

発した報告 18,23) 、誘発しなかった報告 19) があった。S9 添加の有無にかかわらずチャイニー

ズハムスター肺由来細胞（CHL/IU）で染色体異常を誘発したが 24) 、誘発しなかった報告 6)

もあった。S9 無添加のシリアンハムスター胚細胞（SHE）で染色体異常を誘発しなかった 21)。

また、ヒト肝癌細胞（HepG2）で小核を誘発しなかった 18) 。 

 
イ）in vivo 試験系については、マウスの骨髄細胞を用いた小核試験で陰性 6)であった。 

 

③実験動物に関する発がん性の知見 

実験動物での発がん性に関して、知見は得られなかった。 

 

④ヒトに関する発がん性の知見 

ヒトでの発がん性に関して、知見は得られなかった。 

 

（4）健康リスクの評価 

① 評価に用いる指標の設定 

非発がん影響については一般毒性に関する知見は得られているが、生殖・発生毒性に関す

る知見は十分には得られていない。発がん性については、十分な知見が得られず、ヒトに対

する発がん性の有無については判断できない。このため、閾値の存在を前提とする有害性に

ついて、非発がん影響に関する知見に基づき無毒性量等を設定することとする。 
経口曝露については、生殖・発生毒性エ）に示したマウスの試験から得られた NOAEL 

0.002 mg/kg/day（側脳室下帯の DCX 陽性神経芽細胞数の有意な減少、短期嗅覚記憶障害）が

信頼性のある最も低用量の NOAEL と判断される。しかし、初期評価は安全サイドに立った
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詳細な評価を行う
候補と考えられる。

現時点では作業は必要
ないと考えられる。

情報収集に努める必要
があると考えられる。

MOE＝10 MOE＝100［ 判定基準 ］

スクリーニングとして行うものであることから、中・長期毒性カ）及びク）に示したマウスの

試験から得られた LOAEL 0.04 mg/kg/day（肝臓における脂肪滴の増加、風船様変性、脂質沈

着、トリグリセリド増加及び、行動影響（うつ様行動））を、用量反応関係が単調増加ではな

いものの最も低い用量段階で有意差がみられた有害性の知見と判断し、LOAEL であるために

10 で除し、慢性曝露への補正が必要なことから 10 で除した 0.0004 mg/kg/day を無毒性量等に

設定する。 
吸入曝露については、無毒性量等の設定ができなかった。 

 

② 健康リスクの初期評価結果 

ア）経口曝露 

【予測最大曝露量に基づく Margin of Exposure（MOE）等による健康リスクの判定】 
経口曝露については、公共用水域・淡水を摂取すると仮定した場合、平均曝露量、予測最大

曝露量ともに 0.00035 µg/kg/day 未満程度であった。無毒性量等 0.0004 mg/kg/day と予測最大

曝露量から、動物実験結果より設定された知見であるために 10 で除して求めた MOE は 110
超となる。 

このため、健康リスクの判定としては、現時点では作業は必要ないと考えられる。 

  
表 3.3 経口曝露による健康リスク（MOE の算定） 

曝露経路・媒体 平均曝露量 予測最大曝露量 無毒性量等 MOE 

経口 
飲料水 － － 

0.0004 
mg/kg/day マウス 

－ 
公共用水

域・淡水 
0.00035 µg/kg/day 

未満程度 
0.00035 µg/kg/day 

未満程度 >110 

 
 
 
 
 
 

 
【総合的な判定】 

限られた地域を調査対象とした公共用水域・淡水のデータから算定した経口曝露量は最大

で 0.0006 µg/kg/day 程度であったが、参考としてこれと無毒性量等 0.0004 mg/kg/day から、動

物実験結果より設定された知見であるために 10 で除して求めた MOE は 67 となる。 
なお、参考として最も低用量の NOAEL から求めた無毒性量等 0.002 mg/kg/day を用いて

MOE を算定すると、公共用水域・淡水を摂取すると仮定した場合、予測最大曝露量 0.00035 
µg/kg/day 未満程度から、動物実験結果より設定された知見であるために 10 で除して求めた

MOE は 570 超となる。また、限られた地域を調査対象とした公共用水域・淡水のデータから

算定した経口曝露量は最大で 0.0006 µg/kg/day 程度であったことから、動物実験結果より設定

された知見であるために 10 で除して求めた MOE は 330 となる。 
本物質は高濃縮性ではないと判断されているため、本物質の環境媒体から食物経由の曝露

量は少ないと考えられることから、その曝露量を加えても MOE が大きく変化することはな

いと考えられる。 
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詳細な評価を行う
候補と考えられる。

現時点では作業は必要
ないと考えられる。

情報収集に努める必要
があると考えられる。

MOE＝10 MOE＝100［ 判定基準 ］

したがって、総合的な判定としては、本物質の経口曝露については、健康リスクの評価に

向けて経口曝露の情報収集等を行う必要性があると考えられる。 
まずは、排出状況を踏まえた公共用水域・淡水中の濃度データを充実させることが必要と

考えられる。 

 

イ）吸入曝露 

【予測最大曝露濃度に基づく Margin of Exposure（MOE）等による健康リスクの判定】 
吸入曝露については、無毒性量等が設定できず、曝露濃度も把握されていないため、健康リ

スクの判定はできなかった。 
 
 

表 3.4 吸入曝露による健康リスク（MOE の算定） 

曝露経路・媒体 平均曝露濃度 予測最大曝露濃度 無毒性量等 MOE 

吸入 
環境大気  －  － 

 － － 
－ 

室内空気 － － － 
 
 
 
 
 
 

【総合的な判定】 
本物質は化管法の第一種指定化学物質ではなく、排出量及び移動量は得られなかったため、

大気への届出排出量に基づく大気中濃度の推定はできなかった。しかし、本物質の蒸気圧は

低く、媒体別分配割合の予測では環境中では大気中に分配する割合は小さいと予測されてい

る。 
この物質の大気への排出経路や存在形態の知見はないが、特別な排出経路や存在形態、曝

露経路等が存在しないという条件において、総合的判定としては、吸入曝露の情報収集を進

める必要性は低いと考えられる。 
ただし、今後、本物質の曝露経路や存在形態等に関して新たな知見が得られた際には必要

に応じて検討することとする。 
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４．生態リスクの初期評価 

水生生物の生態リスクに関する初期評価を行った。 

（1）水生生物に対する毒性値の概要 

本物質の水生生物に対する毒性値に関する知見を収集し、その信頼性及び採用の可能性を確

認したものを生物群（藻類等、甲殻類等、魚類及びその他の生物）ごとに整理すると表 4.1 のと

おりとなった。 

 
表 4.1 水生生物に対する毒性値の概要 

生物群 急 

性 
慢 
性 

毒性値 
[µg/L] 

生物名 生物分類／和名 エンドポイント 
／影響内容 

曝露期間

[日] 
試験の 
信頼性 

採用の 
可能性 文献 No 

藻類等  ○ 763 Raphidocelis 
subcapitata 

緑藻類 NOEC    
GRO (RATE) 3 A A 2) 

  ○ 2,900 Synechococcus 
leopoliensis 

藍藻類 NOEC  GRO 3 B B 3)- 
2025191 

  ○ 2,900 Raphidocelis 
subcapitata 

緑藻類 NOEC  GRO 3 B B 3)- 
2025191 

 ○  5,200 Synechococcus 
leopoliensis 

藍藻類 EC50   GRO 3 B B 3)- 
202519 

 ○  9,200 Raphidocelis 
subcapitata 

緑藻類 EC50   GRO 3 B B 3)- 
2025191 

 ○  16,000 Raphidocelis 
subcapitata 

緑藻類 EC50    
GRO (RATE) 3 A A 2) 

甲殻類

等  ○ 0.32*1 Daphnia magna オオミジンコ MATC  REP 21 B B 3)- 
2025176 

 ○  632 Moina micrura 
スカシタマミジ

ンコ LC50   MOR 2 B B 3)- 
2025160 

  ○ 840 Daphnia magna オオミジンコ NOEC  REP 21 B B 1)- 
186111 

 ○  8,625 Diaphanosoma 
celebensis 

オナガミジンコ

属 LC50   MOR 2 B B 3)- 
2025097 

 ○  8,700 Daphnia magna オオミジンコ EC50   IMM 2 B B 1)- 
186111 

 ○  8,900 Daphnia magna オオミジンコ LC50   MOR 2 B B 3)- 
2025176 

 ○  12,000 Daphnia magna オオミジンコ EC50   IMM 2 A A 2) 

魚 類  ○ < 0.5 Danio rerio 
ゼブラフィッシ

ュ（胚） NOEC  REP 150 B B 3)- 
2025171 

  ○ < 2 Danio rerio 
ゼブラフィッシ

ュ（胚） NOEC  REP  135 B B 3)- 
2025168 
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生物群 急 

性 
慢 
性 

毒性値 
[µg/L] 

生物名 生物分類／和名 エンドポイント 
／影響内容 

曝露期間

[日] 
試験の 
信頼性 

採用の 
可能性 文献 No 

   < 10 Danio rerio 
ゼブラフィッシ

ュ  
NOEC  MOR 
 (F1 世代) 

21＋清水 1 
(曝露は F0
世代雄のみ) 

C ― 3)- 
2025188 

   60 Danio rerio 
ゼブラフィッシ

ュ（胚） NOEC  HAT 4 B ― 3)- 
2025112 

  ○ 320*1 Danio rerio 
ゼブラフィッシ

ュ MATC  REP 21 B B 3)- 
2025194 

   7,130 Danio rerio 
ゼブラフィッシ

ュ（胚） LC50   MOR 4 C ― 1)- 
188361 

   7,400 Danio rerio 
ゼブラフィッシ

ュ（胚） LC50   MOR 4 B ― 3)- 
2025203 

 ○  9,510 Danio rerio 
ゼブラフィッシ

ュ LC50   MOR 4 B B 3)- 
2025203 

 ○  13,000 Oryzias latipes ミナミメダカ LC50   MOR 4 A A 2) 

 ○  13,300 Oryzias latipes ミナミメダカ LC50   MOR 4 B B 3)- 
2025181 

その他   1,038 Planorbella 
pilsbryi 

ヒラマキガイ科 
（胚） EC10   HAT 13 B ― 3)- 

2025119 

 ○  >1,930 Planorbella 
pilsbryi 

ヒラマキガイ科 LC50   MOR 4 B B 3)- 
2025119 

  ○ 5,000 Brachionus 
koreanus 

ツボワムシ属 NOEC  REP 7 C C 1)-
177378 

 ○  42,890 Brachionus 
koreanus 

ツボワムシ属 LC50   MOR 1 B B 1)-
177378 

毒毒性性値値（太字）：：PNEC 導出の際に参照した知見として本文で言及したもの 
毒毒性性値値（太字下線）： PNEC 導出の根拠として採用されたもの 
試験の信頼性：本初期評価における信頼性ランク 

A：試験は信頼できる、B：試験はある程度信頼できる、C：試験の信頼性は低い、D：信頼性の判定不可、 
E：信頼性は低くないと考えられるが、原著にあたって確認したものではない 

採用の可能性：PNEC 導出への採用の可能性ランク 
A：毒性値は採用できる、B：毒性値はある程度採用できる、C：毒性値は採用できない 

エンドポイント 
EC50 (Median Effective Concentration)：半数影響濃度、LC50 (Median Lethal Concentration)：半数致死濃度、 
MATC (Maximum Acceptable Toxicant Concentration)：最大許容濃度、 
NOEC (No Observed Effect Concentration)：無影響濃度 

影響内容 
GRO (Growth)：生長（植物）、成長（動物）、HAT (Hatchability)：ふ化率、IMM (Immobilization)：遊泳阻害、 
MOR (Mortality)：死亡、REP (Reproduction)：繁殖、再生産 

毒性値の算出方法 
RATE：生長速度より求める方法（速度法） 

*1 文献より NOEC と LOEC の幾何平均値を算出した 

 

評価の結果、採用可能とされた知見のうち、生物群ごとに急性毒性値及び慢性毒性値のそれ

ぞれについて最も小さい毒性値を予測無影響濃度 (PNEC) 導出のために採用した。その知見の

概要は以下のとおりである。 
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1） 藻類等 

Elersek3)-2025191は、OECD テストガイドライン No.201 (2011) に準拠して、藍藻類 Synechococcus 
leopoliensis の生長阻害試験を実施した。設定試験濃度は、0（対照区）、0.3、0.9、2.9、9.4、30 
mg/L（公比 3.2）であった。生長阻害に関する 72 時間半数影響濃度 (EC50) は、設定濃度に基づ

き 5,200 µg/L であった。 
また、環境省 2)は「新規化学物質等に係る試験の方法について（化審法テストガイドライン）」 

(2003) 及び「第三種監視化学物質に係る有害性の調査のための試験の方法について」 (2004) に
準拠して、緑藻類 Raphidocelis subcapitata（旧名 Pseudokirchneriella subcapitata）の生長阻害試験

を、GLP 試験として実施した。設定試験濃度は、0（対照区）、0.08、0.24、0.74、2.22、6.68、
20.00 mg/L（公比 3.0～3.1）であった。被験物質の実測濃度は、試験開始時に設定濃度の 98.4～
103.0%、試験終了時には設定濃度の 98.1～104.6%であり、試験開始時及び終了時の算術平均値

は 0（検出限界未満）、0.081、0.248、0.763、2.223、6.564、20.603 mg/L であった。生長阻害に

関する速度法による 72 時間無影響濃度 (NOEC) は、実測濃度に基づき 763 µg/L であった。 

 
2） 甲殻類等 

Razak ら 3)-2025160は、OECD TG No. 202 (2004) に準拠して、スカシタマミジンコ Moina micrura
の急性毒性試験を実施した。試験は止水式で行われ、設定試験濃度は、0（対照区）、10、25、
50、75、100、250、500、750、1,000、2,500、5,000、7,500、10,000 µg/L であった。試験用水に

は濾過滅菌湖水が用いられた。48 時間半数致死濃度 (LC50) は、設定濃度に基づき 632 µg/L で

あった。 
また、Liu3)-2025176 らは OECD テストガイドライン No.211（2012）に準拠して、オオミジンコ

Daphnia magna の繁殖試験を実施した。試験は半止水式（2 日ごとに換水）で行われ、設定試験

濃度は 0（対照区、助剤対照区）、0.1、1、10、100 µg/L（公比 10）であった。試験溶液の調製

には、助剤としてエタノールが 0.1% (v/v) 以下の濃度で用いられた。試験用水として Elendt M4
培地が用いられた。被験物質の実測濃度は（対照区及び助剤対照区を除く）、0.11、0.90、9.13、
97.21 µg/L であった。繁殖阻害（累積産仔数）に関する 21 日間最大許容濃度 (MATC) は、設定

濃度に基づき 0.32 µg/L であった。 

 
3） 魚 類 

Ren ら 3)-2025203 は、OECD テストガイドライン No.203 (1992) 及び中国の試験方法 (GB/T 
27861—2011) に準拠して、ゼブラフィッシュ Danio rerio の急性毒性試験を実施した。設定試験

濃度は 0（対照区）、1、2、4、6、8、10、12、14 mg/L であった。試験溶液の調製には、試験用

水として硬度 180～190 mg/L (CaCO3 換算) の脱イオン水が、助剤として 0.01～0.5% (v/v) のア

セトンが用いられた。96 時間半数致死濃度 (LC50) は、設定濃度に基づき 9,510 µg/L であった。 
また、Mu ら 3)-2025171 はゼブラフィッシュ Danio rerio の胚を用いて長期毒性試験を実施した。

設定試験濃度は 0（対照区、助剤対照区）、0.5、5、50 µg/L（公比 10）であった。試験溶液の調

製には、0.005 mL/L のアセトン（分析用グレード）が用いられた。最低濃度区においても有意

な影響が見られ、繁殖阻害（産卵数及び受精卵数）に関する 150 日間無影響濃度 (NOEC) は、

設定濃度に基づき 0.5 µg/L 未満とされた。 
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4） その他の生物 

Gilroy ら 3)-2025119は、OECD テストガイドライン No.243 を参考に、ヒラマキガイ科 Planorbella 
pilsbryi の急性毒性試験を実施した。試験は止水式で行われ、設定試験濃度は 0（対照区、助剤

対照区）、0.01、0.1、1、10、100、1,000、10,000 µg/L（公比 10）であった。試験溶液の調製に

は、試験用水として炭酸カルシウムを強化した脱塩素処理水が、助剤として 0.02% (v/v) のエタ

ノールが用いられた。被験物質の実測濃度（対照区、助剤対照区は除く）は、0.012、0.16、0.41、
4.4、46、476、1,930 µg/L であった。最高濃度区においても致死は見られず、96 時間半数致死濃

度 (LC50) は、実測濃度に基づき 1,930 µg/L 超とされた。 

 

（2）定量的構造活性相関（QSAR）等による検討 

本物質について、定量的構造活性相関 (QSAR) 等による検討は行わなかった。 

 

（3）予測無影響濃度（PNEC）の設定 

生態毒性試験によって得られた毒性値のうち、急性毒性及び慢性毒性のそれぞれについて、

上記本文で示した最小毒性値に情報量に応じたアセスメント係数を適用し、予測無影響濃度 
(PNEC) を求めた。 

 
急性毒性値 
藻類等 Synechococcus leopoliensis 72 時間 EC50（生長阻害）  5,200 µg/L 
甲殻類等 Moina micrura 48 時間 LC50  632 µg/L 
魚 類 Danio rerio 96 時間 LC50  9,510 µg/L 
その他 Planorbella pilsbryi 96 時間 LC50  1,930 µg/L 超 

アセスメント係数：100［3 生物群（藻類等、甲殻類等、魚類）及びその他の生物について信頼

できる知見が得られたため］ 

 これらの毒性値のうち、その他の生物を除いた最も小さい値（甲殻類等の 632 µg/L）をアセ

スメント係数 100 で除することにより、急性毒性値に基づく PNEC 値 6.3 µg/L が得られた。 
 

慢性毒性値 
藻類等 Raphidocelis subcapitata 72 時間 NOEC（生長阻害） 763 µg/L 
甲殻類等 Daphnia magna 21 日間 MATC（繁殖阻害） 0.32 µg/L 
魚 類 Danio rerio 150 日間 NOEC（繁殖阻害） 0.5 µg/L 未満 

アセスメント係数：10［3 生物群（藻類等、甲殻類等及び魚類）について信頼できる知見が得ら

れたため］ 

 これらの毒性値のうち、最も小さい確定値（甲殻類等の 0.32 µg/L）をアセスメント係数 10 で

除することにより、慢性毒性値に基づく PNEC 値 0.032 µg/L が得られた。 
 
本物質の PNEC としては、甲殻類等の慢性毒性値から得られた 0.032 µg/L を採用する。 
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（4）生態リスクの初期評価結果 

【PEC / PNEC 比による生態リスクの判定】 

本物質の公共用水域における濃度は、平均濃度で見ると淡水域、海水域ともに 0.0088 µg/L 未

満程度であった。安全側の評価値として設定された予測環境中濃度 (PEC) も、淡水域、海水域

ともに 0.0088 µg/L 未満程度であった。PEC と予測無影響濃度 (PNEC) の比は、淡水域、海水域

ともに 0.3 未満となる。 
したがって、生態リスクの判定はできなかった。 

 

表 4.2 生態リスクの判定結果 

水 質 平均濃度 最大濃度 (PEC) PNEC 
PEC/ 

PNEC 比 

公共用水域・淡水 
0.0088 μg/L 未満程度 (2022) 

[限られた地域で 0.0054 µg/L
程度の報告がある(2019)] 

0.0088 μg/L 未満程度 (2022) 

[限られた地域で 0.015 µg/L
程度の報告がある(2019)] 0.032 

µg/L 

< 0.3 

公共用水域・海水 0.0088 μg/L 未満程度 (2022) 0.0088 μg/L 未満程度 (2022) < 0.3 

 注：1) 環境中濃度での（    ）内の数値は測定年度を示す 
      2) 公共用水域･淡水は､河川河口域を含む 

  

 
 

 
 

【総合的な判定】 

限られた地域を調査対象とした公共用水域・淡水において最大 0.015 µg/L程度の報告があり、

この値と PNEC の比は 0.5 であった。 
したがって、総合的な判定としては、情報収集に努める必要があると考えられた。 
本物質については、曝露に関する情報が不足しているため、製造輸入数量の推移や環境中濃

度について注視を続けることが必要である。 
  

詳細な評価を行う 
候補と考えられる。

現時点では作業は必要 
ないと考えられる。 

情報収集に努める必要 
があると考えられる。 

PEC/PNEC＝0.1 PEC/PNEC＝1［ 判定基準 ］ 
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